
旧日本軍「731部隊」職員表など公式文書見つかる 

 

 
 

2023年 8月 21日 22時 36分 

旧日本軍で細菌戦などの研究を行っていたとされる「731部隊」の「職員表」などの公式文書が残されて

いたことがわかりました。 

731部隊に関連した文書は終戦時に軍から処分が命じられていて、発見した専門家は「部隊の実態を解

明していく上で重要な基礎資料になる」としています。 

文書は旧満州に駐屯していた関東軍が 1940年 9月に作成した報告書で、明治学院大学国際平和研究

所の松野誠也研究員が国立公文書館で保管されている文書から発見したものです。 

 

100ページ余りに及ぶ報告書の中に 731部隊に関する内容も含まれていて、▼「関東軍防疫部」という

名称から 731部隊の正式名称として知られる「関東軍防疫給水部」に改称したことや、▼隊員を増員して

組織の拡充を図ることが記されています。 

 

さらに、隊員の氏名や階級などが記された「職員表」も添付されていて、731部隊の部隊長・石井四郎を

はじめとする幹部や技師として加わっている医学者など 97人分の名前が記載されています。 

 

731部隊は戦時中に細菌戦などの研究を行っていたとされていますが、終戦時に軍が関連文書の処分

を命じたため資料はほとんど見つかっておらず、詳しい実態は今も明らかになっていません。 

 

松野研究員は「731部隊の構成を示す資料はこれまで見つかっておらず、部隊ができたばかりの時期に

誰がいたのかを網羅的に示した資料が見つかったという点で非常に貴重だ。これまで知られていなかっ

た人たちの名前も含まれており、部隊の実態を解明していく上で重要な基礎資料になる」と話していまし

た。 



専門家「今後の研究に大きな展望」 

731部隊について長年研究している慶應義塾大学の松村高夫名誉教授は「731部隊に関する書類など

は敗戦直前に証拠隠滅の命令が出てすぐに実行されたため、本来なら残っていないはずのものが奇跡

的に残っていたということであり、とても貴重な資料だ。部隊が発足した当時、どういう隊員がいたのかは

これまで分かっておらず、また、今回見つかった資料から隊員たちが戦後にどうなったのかを探ることもで

きるので、今後の研究に大きな展望が開けた」と話していました。 

 

その上で「部隊に所属していた医師たちは戦後、アメリカに研究資料などを提供する代わりに戦犯免責を

受け、部隊に関して口を閉ざして一切触れないようにしてきた。今後、同じようなことを繰り返さないために

も、今回の発見をきっかけに部隊の歴史を直視することが必要なのではないか」と指摘しました。 

 


